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ＯＰＥＣプラス監視委、減産の縮小方針確認　「需要は回復」

［ドバイ／モスクワ／ロンドン　２７日　ロイター］ - 石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）加盟国とロシアなど

の非加盟国で構成する「ＯＰＥＣプラス」は２７日、共同閣僚監視委員会（ＪＭＭＣ）の会合を開催し、

５月から７月にかけて協調減産を段階的に縮小していく方針を確認した。新型コロナウイルス感染が世界

的に急増する一方、需要の回復見通しに変わりはないと判断した。

会合は予定を１日前倒して開催。これに先立ち、ＯＰＥＣプラスの合同専門委員会（ＪＴＣ）は２６日、

今年の世界石油需要の伸び見通しを据え置く一方、インドやブラジル、日本などでの新型コロナウイルス

感染の急増に懸念を示していた。

ロシアのノバク副首相は、石油市場の状況が「ポジティブであり需要は回復している」としながらも、イ

ンドや中南米でのコロナ感染拡大は懸念材料という認識を示した。また、次回のＯＰＥＣプラスの閣僚級

会合は６月１日に開かれ、７・８月の生産水準を検討すると明らかにした。

ＯＰＥＣプラスは現在、サウジアラビアの自主減産（日量１００万バレル）を含めて、日量約８００万バ

レルの減産を実施している。今月初めの会合では、５ー７月に生産量を日量２１０万バレル増やし、減産

幅を日量５８０万バレルにすることで合意した。

ＯＰＥＣプラスは２６日、今年の世界の石油需要が日量約６００万バレル増加するとの見通しを据え置い

た。
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西松建設、佐賀市／廃油からバイオディーゼル燃料製造へ／共同研究開始
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国交省／道路５か年対策プログラム公表

９５区間の開通目標明示、道路網構築急ぐ

国土交通省が「防災・減災、国土強靱化のための道路の５か年対策プログラム」（２０２１～２５年度）を２７日公

表した。整備中の高規格道路や直轄国道のうち９５区間で開通目標の時期を明らかにした。地方管理の老朽化した橋

梁やトンネルをリストアップし、期間内に約７割で修繕に着手する。事業には「防災・減災、国土強靱化のための５

か年加速化対策」（２１～２５年度）の予算を活用。自然災害の被害規模が大きくなっている状況を踏まえ、強靱な

道路網の構築を急ぐ。＝４、８面に関連記事

　期間内に高規格道路のミッシングリンク約２００区間のうち約３割を開通させる。有料区間の４車線化は優先整備

区間に指定する約８８０キロのうち約５割で着手する。

　国は昨年１０月以降、社会資本整備審議会（社整審、国交相の諮問機関）道路分科会に地方小委員会を設け、プロ

グラム策定に向けた検討を続けていた。国が道路単体で整備の長期計画を打ち出すのは「新道路網整備５カ年計画」

（１９９８～０２年度）以来２３年ぶり。

　同プログラムで開通目標を明示して整備を急ぐブロック別の件数は▽北海道１８区間▽東北２４区間▽関東８区間

▽中部７区間▽近畿１９区間▽四国４区間▽九州１２区間▽沖縄３区間。関東ブロックの中部横断自動車道・富沢～

六郷区間（工事延長約１３・２キロ）は９月の開通を予定する。中央自動車道と新東名高速道路、東名高速道路と接

続する。中部ブロックの三遠南信自動車道は東栄ＩＣ（愛知県東栄町）～鳳来峡ＩＣ区間（同新城市）の７・１キロ

を２５年度までに整備する。

　道路施設の老朽化対策にも力を入れる。地方管理で対策が手つかずだった施設のうち約７割で修繕に着手し、国は

補助金で支援する。集中的な対策で予防保全型の維持管理に移行する時期を６１年から５３年に前倒しする。

　国交省は開通目標の公表について「見通しがつけば建設会社は受注に向けた人員や資材の確保といった準備に着手

できる。物流会社も設備投資の判断がしやすくなる」と説明。「民間事業者と一丸となり、財政当局に対して道路

ネットワークの必要性を訴えていきたい」としている。
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日本道路

ランナー向け舗装「快適歩走」／明徳義塾高校（高知県須崎市）に導入


